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   A 3-year and 5-month old boy presented with the chief complaint of painless swelling in 
the scrotum, which had been noticed since birth. 
   Under the diagnosis of intrascrotal tumor, an operation was performed. As the testis 
and epididymis were intact, the tumor was removed. 
   The pathological diagnosis of the resected tumor was a well-encapsulated benign lipoma.





















睾丸とは無関係の小指頭大と母指頭大の連続性の腫瘤 Fig.1.腫大 した 左陰 嚢(入 院 時)
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Fig.3.病理 組 織 所 見.H.E.染 色,×400
ノ
を 触知 した.こ の腫 瘤 は 表面 平 滑 で周 囲 との 癒着 は認
め られ な か った,超 音 波 検 査 に て 一 部strongecho
を 伴 うsolidpattcrnのエ コ ー像 を認 め,こ の腫 瘤
は 睾 丸に 近 接 し てい た.







所 見:蛋 白(一),糖(一),潜 血(一),沈 査異 常 な
し,尿1=陰1生.
手術 所 見 ・左 陰 嚢 内 腫 瘍 の診 断に て,1982年12月9


















陰 嚢 内 脂 肪 腫 の 本邦 報告 例 は,1912年小 沢1)の第1
例 目報 告 以来,わ れ わ れ が 集計 しえ た 限 りで は,自 験
例 を 含 め48例が報 告 され て い る.し か し,陰 嚢 内 脂肪
腫 と精 索 脂 肪腫 は厳 密 に は 区 別 され てい な いz,a)ため,
この48例は両 者 を含 め た 数 で あ る.48例 中再 発 例 が3
例!-6)含まれ て い るた め,実 数 は45例で あ った.陰 嚢
内脂 肪 腫it,本症 の 発 生 部 位 に よ り種 々に 分類 され て
い る7).Leysonら8)の分類(Tablel)に よれ ば,
自験 例 は,eatratesticularの5)に相 当す る も の と
思わ れ る.
陰 嚢 内脂 肪 腫 の主 訴 は,陰 嚢 部 腫脹 が31例(64,6




















%)と 最 も多 く,そ の 他 自発 痛5例,歩 行 困 難3例,
圧 痛2例,局 所 熱 感 な ど で あ った(Table2).
患 側 は 左 側25例(52.1%),右側19例(39.6%),両
側4例(8.3%)で 特 に 患 側 の 左右 差 は 認 め ら れ な か
った.
年 齢 は1歳9)か ら80歳且の ま で広 範 に 分 布 して い る
が,50歳 代 お よび60歳代 に 特 に 多 く,全 体 の50%以上
を 占 め て い た.20歳代 に は 報 告 例 は な く,10歳未 満 に
は 自験 例 を 含 め5例2,9,u・12)(io.4%)が報 告 され て い
るの み で あ った(Fig.4).摘出 した 脂 肪腫 の 重 量 は,
最 小0.593)から最 大9,750913)まで報 告 され て お り,
そ の うち99gま で が13例(27.1%)と最 も多 く,次
い で100gか ら199gが6例(12.5%)で あ った.
他 は ほ ぼ 均 一 に 分 布 し,1,000g以上 の症 例 も3例 み
られ た(Fig.5).
治 療 に 関 し て は,脂 肪 腫 のみ 摘 出 し た 症 例 が23例
(47.9%),脂肪 腫を 含め 患 側 の 除 睾術 を施 行 した 症 例
が10例(20.8%),脂肪 腫 を 含め 高 位除 睾術 を 施 行 し
た 症 例 が3例(6.3%)で あ った(Table3).
術 式 と重 量 との関 係 を み る と,脂 肪腫 の重 量 が200
gを 境 とし て,200g以Fの もの は 除 睾術,200g以
Tablez.陰嚢内脂肪腫の初診時主訴
(本邦報告例48例)
陰 嚢 部 腫 脹
自 発 痛
歩 行 困 難
圧 痛
局 所 熱 感
労 働 に 不 便
鼠 径 部 腫 脹

































































腫 瘍 摘 出 術
除 睾 術











診断にあたっては,問 診,臨 床症状,視 診,触 診,



















本稿 の要 旨は,第417回日本泌 尿器科学会東京地方会で発
表 した.
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